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川口市保健所 

令和８年３月３日、市内医療機関から川口市保健所に麻しん患者の届出（臨床診断例）

があり、川口市保健所衛生検査課の検査により麻しんと確定しました。 

行動調査を実施した結果、以下の施設を利用していることが判明したことから、感染の

可能性がある時間帯に当該施設を利用された方で、麻しんを疑う症状（高熱・発疹・咳・

鼻水・目の充血等）が現れた場合は、事前に居住地を所管する保健所に電話連絡の上、指

示に従い医療機関を受診してください（特にワクチン未接種の方についてはご注意ください）。 

また、受診の際は、感染拡大防止の観点から、公共交通機関の利用は避けてください。 

【患者の概要】 

   ２０代、男性 

   発症年月日 ：令和８年２月２５日 

症   状 ：発熱、咳嗽、発疹、コプリック斑《注》 

海外渡航歴 ：なし 

麻しん予防接種歴・り患歴：なし 

《注》コプリック斑：口の中の頬の粘膜に出現する１mm ほどの白い斑点 

【麻しん患者が利用した施設】 

感染の可能性がある時間帯 
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※ 上記時間帯に利用された方で感染への不安がある方は、川口市立医療センターにお

問い合わせください。 

※ 麻しんウイルスの空気中での生存期間は２時間以下とされています。現時点におい

て麻しん患者が利用した施設を利用されても心配はありません。 

麻しん（はしか）患者が発生しました 



【麻しんの症状等】 

・ 麻しんの潜伏期間は、通常１０～１２日間（最短５日間～最大２１日間） 

・ 麻しん患者と接触した場合には、接触後２１日間、注意が必要です。  

・ 麻しんに感染すると、約１０日後に３８℃程度の発熱や咳、鼻水といった風邪の 

ような症状が２～４日続き、その後３９℃以上の高熱とともに発疹が出現します。 

【注意喚起】 

 ・ 現在、麻しんは海外で流行しており、帰国後に麻しんと診断された報告例も増えて

います。流行地へ渡航を計画している方は、渡航先でどのような感染症が流行してい

るか確認するとともに、自身のり患歴や予防接種歴を確認し、抗体検査や予防接種を

受けることをご検討ください。 

・ 旅行地域から帰国後、体調不良がある場合には速やかに医療機関を受診し、「いつ、 

どこへ渡航し、どのような症状が出ているか」を伝え、医師の指示に従ってください。 

  ・ 麻しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）の定期接種（１歳と小学校入学前）が

お済みでない方は、接種をご検討ください。 

 患者及び患者家族等の個人情報については、プライバシー保護の観点から、本人等が特

定されることのないよう、格段のご配慮をお願いいたします。 

問い合わせ 

川口市保健所  

疾病対策課 感染症係 

（直通電話）048-423-6726 




